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序

久留米市は、市民が主役のまちづくりを進め、市民の夢や希望が実現する生活空間を

作ることにより、市民がこの地に誇りと愛着を持って住み続けたいと思えるまちを創

ることを目指しています。その一方で、古くから水路と陸路の要衝だった久留米市には

先人達の残した文化遺産が数多く残っており、その保存を図りつつ究明を進めていま

す。

今回の調査は、藤山甲塚古墳や釜口古墳、鑓水古墳群などの古墳が多く残る高良内町

で実施しました。その結果、縄文時代の遺構や遺物、そして中世の屋敷跡とみられる遺

構を発見し、高良内町の歴史を語るための新たな資料を得ることができました。これら

の成果が地域史の究明や普及、久留米の歴史や文化財保護に対する市民の理解に貢献

できれば幸いです。

なお今回の発掘調査に際して、福岡県久留米県土整備事務所をはじめ、近隣住民の皆

様に多大なご協力をいただきました。心より御礼申し上げます。

令和２年２月 29 日

久留米市教育委員会

                 教育長 大津 秀明



例 言

１．本書は、平成 30 年度に福岡県久留米県土整備事務所の委託を受けて、一般県道藤山国分一丁田

線改良事業に先立ち実施した、鑓水遺跡第１次調査の発掘調査報告書である。

２．本調査の略記号はＹＲＺ－001、調査番号は 201802である。

３．調査は久留米市教育委員会が調査主体となり、市民文化部文化財保護課の西拓巳が担当した。

４．遺構実測図は、主に西と発掘調査臨時職員の山田治代が作成し、一部を発掘調査臨時職員の案

納哲夫と柳鈴子が補助した。遺構配置図はトータルステーションを用いて測量し、測量データ

は株式会社 CUBIC 製の「遺構くん cubic」で編集・保存した。土層は、手測り（1/10）で西が記

録した。浄書は、西と専任非常勤職員の今村理恵がデジタルトレースで行い、「遺構くん cubic」

と米アドビシステムズ製の「Adobe Illustrator」を用いた。

５．遺物実測図は西が作成し、浄書は今村がデジタルトレースで行った。遺物の拓本は、発掘調査

整理臨時職員の横井理絵が作成した。出土遺物観察表は西が作成した。

６．遺構の個別写真は、マミヤ RB67 を用いて６×７判フィルムで西が撮影した。全景写真の一部は

有限会社空中写真企画に委託して撮影した。遺物写真は、リコーPENTAX K-1Ⅱデジタルカメラ

を用いて、久留米市埋蔵文化財センターにおいて西が撮影した。

７．遺構実測図は、国土調査法第Ⅱ座標系（世界測地系）を基に作成した。図面の方位は全て座標

北を示す。なお、座標は熊本地震に伴うパラメータ補正を実施した。

８．土層の色調は、『新版 標準土色帖』（日本研事業株式会社、昭和 42年）に準拠した。

９．本書に使用した遺構の略記号は、ＳＤ－溝、ＳＫ－土坑、ＳＰ－ピットを意味する。

10．本文と遺物実測図、遺物観察表、写真図版の遺物番号は同一である。

11．遺物実測図の調整の線は、実線「    」が明瞭な稜線を、間隔が長い破線「     」

が不明瞭な稜線を、一点鎖線「― - ― - ―」が回転ナデを、間隔が短い破線「― ― ― ―」

がケズリを示す。

12．遺物観察表の凡例は以下のとおりである。

・〔 〕は復元値を、（ ）は残存値を、－は欠損または該当する部位が無いことを意味する。

・土器や陶磁器、石製品の色調は、『新版 標準土色帖』に準拠した。

・胎土は、0.5mm 未満の砂粒を「微砂粒」、１mm未満を「細砂粒」、１mm以上を「砂粒」とした。

・遺物番号は、久留米市市民文化部文化財保護課が定める出土遺物の登録番号である。

（例）２０１８０２ － ０００００１

   調査番号     登録番号

13．出土遺物や図面、写真等の諸記録は、全て久留米市埋蔵文化財センターにおいて収蔵・保管さ

れている。

14．本書の執筆と編集は西が行った。
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Ϩ㸬はࡌめに

（㸯）ㄪᰝに⮳ࡿ⤒⦋

ᮏ調査は、୍⯡┴㐨⸨山ᅜ分୍୎田⥺ᨵ良஦ᴗにకう஦前の発掘調査である。⸨山町溝田からㄶ

ゼ㔝町東୍୎目に⮳る⸨山ᅜ分୍୎田⥺（┴㐨 752 ྕ⥺）は、久留米市中心部と᲍の⏘地として▱

られる⸨山町を⤖ぶᖿ⥺㐨である。しかし、⫈ぬ≉ูᨭ᥼Ꮫᰯ前஺ᕪ点から南に 700ｍまでの区㛫は

ᖜ員が⊃い上に⦆やかに⺬⾜しており、見㏻しがᝏく大ᆺ㌴の㏻⾜に時㛫がかかるな࡝、ᮅኤを中

心に஺㏻ΰ雑のཎᅉとなっている。また、Ṍ㐨が無く路側のᖜも⊃いことから、Ṍ⾜⪅や஧㍯㌴の

Ᏻ඲上にもၥ㢟があり、Ṍ㐨を᭷しᖜ員のᗈい┤⥺的な㐨路のᩚഛがồめられていた。

第㸯図 ୍⯡┴㐨⸨山ᅜ分୍୎田⥺ᨵ良஦ᴗ఩⨨図（1/5,000）

□



これにకい、┴㐨を⟶㎄する⚟ᒸ┴久留米┴土ᩚഛ஦ົᡤを஦ᴗ⪅とする୍⯡┴㐨⸨山ᅜ分୍୎

田⥺ᨵ良஦ᴗがィ⏬され、平成 25年（2013）から⏝地㈙཰がጞまった。平成 27年（2015）㸷᭶ 15

日、஦ᴗ⪅から久留米市高良内町 4832 外におけるࠕ埋ⶶ文໬㈈ໟⶶの᭷無ࠖの↷会がᥦ出された。

ᑐ㇟地の大半がᮍ調査地で、かࡘ北部が周▱の埋ⶶ文໬㈈ໟⶶ地である鑓水遺跡の⠊ᅖ内にᙜたる

ことから、㸷᭶ 25日に試掘確認調査がᚲせである᪨を回⟅した。

平成 28年（2016）４᭶ 14 日から 15日にかけて、⏝地㈙཰が終ࢃったᑐ㇟地中ኸ部と南部の試掘

調査を⾜ったが、遺構を確認できなかったことからᑐ㇟外と回⟅した。しかし、平成 29 年（2017）

10᭶㸱日から４日に⾜ったᑐ㇟地北部の確認調査では、地⾲下 0.3～1.3ｍで遺構を発見した。その

ため஦ᴗ⪅にᑐし、10 ᭶ 12日付で第１図に示した⠊ᅖの発掘調査がᚲせである᪨を回⟅した。

平成 29年 11᭶ 15日、஦ᴗ⪅から発掘調査の౫㢗がᥦ出されたため、༠㆟の⤖果、調査㈝⏝は஦

ᴗ⪅である⚟ᒸ┴が㈇ᢸすること、平成 30 年ᗘに発掘調査を⾜い平成 31 年ᗘにᩚ⌮సᴗとሗ࿌᭩

స成を⾜うことでྜពした。平成 30年（2018）㸱᭶㸴日、஦ᴗ⪅と久留米市長はࠕ鑓水遺跡第１次

調査発掘調査に関する༠定᭩ࠖを⥾⤖したが、஦ᴗ地のఫᏯ⛣㌿に時㛫がかかり発掘調査のᮇ㛫が

延ࡧることがุ明したため、４᭶ 10 日付でኚ᭦༠定᭩を⥾⤖した上で、ࠕ鑓水遺跡第１次調査発掘

調査委クዎ約᭩ をࠖ⥾⤖し⌧地での発掘調査をᐇ施することとなった。発掘調査は平成 30年４᭶ 17

日からጞめたが、そのᚋもఫᏯ⛣㌿は㐍⾜ࡎࡏ、最終的に 10᭶ 30日に発掘調査を終஢した。

ᩚ⌮సᴗとሗ࿌᭩స成は、平成 31 年（2019）４᭶ 15 日付でࠕ鑓水遺跡第１次発掘調査ᩚ⌮委ク

ዎ約᭩ࠖを⥾⤖した上で、௧和２年（2020）２᭶ 29日まで、西町文໬㈈ᩚ⌮஦ົᡤで⾜った。

（㸰）ㄪᰝࡢయไ

平成 27年ᗘ（஦前確認）

調査委ク㸸⚟ᒸ┴久留米┴土ᩚഛ஦ົᡤ   調査୺య㸸久留米市ᩍ⫱委員会

ᡤ  長㸸小路  ᬛ         ᩍ ⫱ 長㸸ሐ  ṇ๎

๪ ᡤ 長㸸Ⲷᓥ Ύ㝯        調査⥲ᣓ㸸久留米市

㐨路ᘓ設ㄢ               市Ẹ文໬部

ㄢ  長㸸ᑿᓮ ᛅᬕ          部  長㸸㔝田 ⚽ᶞ

ᘓ設第１係長㸸ᶫ∎ ༤紀       次  長㸸➉村 ᨻ高

ᢏ⾡୺査㸸中川 ⿱Ꮚ         文໬㈈ಖㆤㄢ

ㄢ  長㸸ᅬ஭ ṇ㝯

ㄢ長⿵బ㸸山㷂୓㔛Ꮚ

ㄢ長⿵బව୺査㸸白ᮌ  Ᏺ

୺  査㸸水ཎ 㐨⠊

஦ົ୺査㸸㇏⚟ ᪩ⱑ、ሯᮏ 映Ꮚ

஦前確認ᢸᙜ㸸ᮏ田 ᓅ⛅、小⃝ ኴ㑻



平成 28年ᗘ（試掘確認調査）

調査委ク㸸⚟ᒸ┴久留米┴土ᩚഛ஦ົᡤ   調査୺య㸸久留米市ᩍ⫱委員会

ᡤ  長㸸᳃田 Ḡ明         ᩍ ⫱ 長㸸ሐ  ṇ๎

๪ ᡤ 長㸸ⲨẊ ᏹ        調査⥲ᣓ㸸久留米市

㐨路ᘓ設ㄢ               市Ẹ文໬部

ㄢ  長㸸山ཱྀ ⏥⚽          部  長㸸㔝田 ⚽ᶞ

ᘓ設第１係長㸸ᶫ∎ ༤紀      文໬ⱁ⾡ᢸᙜ部長㸸⏥ᩫ田ᛅஅ

ᢏ⾡୺査㸸中川 ⿱Ꮚ           次  長㸸➉村 ᨻ高

               文໬㈈ಖㆤㄢ

ㄢ  長㸸㤿ሙ ༤文

ㄢ長⿵బ㸸山㷂୓㔛Ꮚ、白ᮌ  Ᏺ

୺  査㸸水ཎ 㐨⠊

஦ົ୺査（ᗢົᢸᙜවົ）㸸㇏⚟ ᪩ⱑ

஦ົ୺査（஦前確認ᢸᙜවົ）㸸ሯᮏ 映Ꮚ

஦前確認ᢸᙜ㸸⚄ಖ බ久

平成 29年ᗘ（試掘確認調査・༠定᭩⥾⤖）

調査委ク㸸⚟ᒸ┴久留米┴土ᩚഛ஦ົᡤ 調査୺య㸸久留米市ᩍ⫱委員会

ᡤ  長㸸村田 Ὀⱥ       ᩍ ⫱ 長㸸大ὠ ⚽明

๪ ᡤ 長㸸ⲨẊ  ᏹ         調査⥲ᣓ㸸久留米市

㐨路ᘓ設ㄢ                市Ẹ文໬部

ㄢ  長㸸山ཱྀ ⏥⚽         部  長㸸㔝田 ⚽ᶞ

ᘓ設第１係長㸸ᯇᑿ 㱟ஓ     文໬ⱁ⾡ᢸᙜ部長㸸⏥ᩫ田ᛅஅ

ᢏ⾡୺査㸸中川 ⿱Ꮚ         次  長㸸西村 ಙ஧

                  文໬㈈ಖㆤㄢ

ㄢ  長㸸㤿ሙ ༤文

ㄢ長⿵బ㸸山㷂୓㔛Ꮚ

ㄢ長⿵బව୺査㸸白ᮌ  Ᏺ

୺  査㸸水ཎ 㐨⠊

஦ົ୺査（ᗢົᢸᙜවົ）㸸㇏⚟ ᪩ⱑ

஦ົ୺査（஦前確認ᢸᙜවົ）㸸ሯᮏ 映Ꮚ

஦前確認ᢸᙜ㸸⚄ಖ බ久、大㝰 ᙬᮍ、

ᶫஅཱྀ㞞Ꮚ（௵ᮇ付㠀ᖖ໅⫋員）
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発掘調査⮫時⫋員（平成 30年ᗘ）

᱌⣡ ဴኵ、஭上 ▱⩏、江⸨ ග⏨、ᅧṊ ୕ṓ、బ田㎰ኵ⏨、東 㡲㈡Ꮚ、日ྜྷ ᨻ຾

ᇼ江 ಇ文、ᰗ  㕥Ꮚ、山田 ἞代、ᶓ山 ‶ᾈ

発掘調査ᩚ⌮⮫時⫋員

   古㈡ ㈗Ꮚ（平成 30年ᗘ）、▼㷂 ⋹Ꮚ（平成 31年・௧和元年ᗘ）

（３）ㄪᰝࡢ┠ⓗ࡜⤒㐣

鑓水遺跡は、平成 11 年（1999）の試掘調査（11文㈈第１㸫133ྕ）で中世の遺構や遺物が確認さ

れた遺跡だが、これまで発掘調査のᶵ会にᜨまれࡎ、そのᐇែは不明だった。そこで、今回の調査

は遺構と遺物のᢕᥱを目的としてᐇ施した。なお、ᑐ㇟地のఫᏯの⛣㌿が᏶஢していない上に集ྜ

ఫᏯの上下水㐨⟶や㞵水⟶がᑐ㇟地を走っており、㏻路や᤼土⨨ሙな࡝を確ಖするᚲせがあること

から、発掘調査は第２図のとおり㸷分๭しなが

らᐇ施した。ᑐ㇟㠃✚ 2,216੍のうࡕ、調査㠃✚

は 1,160੍である。以下、調査の⤒㐣をグす。

４᭶ 17 日 調査器ᮦをᦙධし、発掘調査に

╔手する。Ｄ区の⾲土๤ࡂを㛤

ጞするが、降㞵で中᩿する。

18 日 Ｄ区の⾲土๤ࡂを᏶஢して、⌧

ሙసᴗ員をᢞධし遺構検出を⾜

う。同日中に遺構の掘削と 㔞

をጞめるが、撹乱とุ᩿し、୍

部の掘削に留める。

26 日 掘削と 㔞を終え、Ｄ区඲ᬒを

高ᡤసᴗ㌴で᧜ᙳする。

27日 Ｄ区の埋めᡠしをᐇ施する。

㸳᭶ １日 Ａ１区の⾲土๤ࡂを㛤ጞする。

㸷日 大ᆺ㐃ఇと㞵天をᣳみ、Ａ１区

⾲土๤ࡂを᏶஢する。୪⾜して、

遺構検出をጞめる。

10 日 Ａ１区の遺構検出を⤒て、遺構

掘削と 㔞、෗┿᧜ᙳをጞめる。

17 日 Ａ１区඲ᬒを高ᡤసᴗ㌴で᧜ᙳ

する。

22 日 Ａ１区とＡ２区の反㌿を㛤ጞす

る。 第㸰図 調査区㓄⨨図（1/800）



24 日 Ａ２区の⾲土๤ࡂを᏶஢し、Ａ２区の遺構検出をጞめる。

㸳᭶ 29日 Ａ２区の遺構検出を終え、遺構の掘削と 㔞、෗┿᧜ᙳをጞめる。ᱵ㞵にධり、㐍

ᤖがࢫ࣮࣮࣌ࣟࢫになる。

㸴᭶ 22日 Ａ２区඲ᬒをẼ⌫で᧜ᙳする。

27日 ㏣加の調査を⤒て、Ａ２区とＡ㸱・Ａ４区の反㌿をጞめる。

㸵᭶ ４日 Ａ㸱・Ａ４区の遺構検出を㛤ጞするが、㇦㞵にకいᩘ日సᴗをఇṆする。

10 日 Ａ㸱・Ａ４区の遺構検出と୪⾜して、遺構の掘削と 㔞、෗┿᧜ᙳをጞめる。

19日 Ａ㸱・Ａ４区඲ᬒを高ᡤసᴗ㌴で᧜ᙳする。

23日 Ａ㸱・Ａ４区の埋めᡠしを⾜う。Ｂ区のఫᏯとＥ区に㞄᥋するఫᏯの⛣㌿が᏶஢し

ていないため、⌧地での発掘調査を中᩿する。

㸶᭶ 22日 Ｂ区のఫᏯ᧔ཤに時㛫がかかり、発掘調査の中᩿が長ᮇ໬することから、調査器ᮦ

を୍᪦す࡭て᧔཰する。

㸷᭶ ４日 発掘調査を෌㛤し、調査器ᮦを෌ࡧᦙධする。

㸳日 Ｂ１区の⾲土๤ࡂを㛤ጞする。ᦙධ路が⊃く小ᆺの㔜ᶵしかᦙධできない上に、᤼

土㔞もከく時㛫がかかる。஦ᴗ⪅との༠㆟で、Ｂ～Ｃ区は調査区の埋めᡠしをࡎࡏ

஦ᴗ⪅で᤼土をᦙ出することでྜពする。

11日 Ｂ１区の遺構検出をᐇ施する。

14日 Ｂ１区の遺構掘削にධるが、１日で掘削を終える。୪⾜して、 㔞を㛤ጞする。

19日 Ｂ１区᤼土のᦙ出を⤒て、Ｂ１区඲ᬒを高ᡤసᴗ㌴で᧜ᙳする。

25日 㞵天と㐃ఇをᣳみ、Ｂ１区とＢ２区・Ｃ区の反㌿をጞめる。

27日 Ｂ２区・Ｃ区の⾲土๤ࡂ᏶஢。Ｃ区の遺構検出を⾜い、遺構掘削と 㔞を㛤ጞする。

28日 Ｃ区඲ᬒを高ᡤసᴗ㌴で᧜ᙳする。ྎ㢼 24ྕ᥋㏆にకい、㣴生を⾜う。

10᭶ １日 ྎ㢼୍㐣、Ｂ２区の遺構検出を⾜い、遺構の掘削と 㔞、෗┿᧜ᙳをጞめる。

４日 Ｂ２区඲ᬒを高ᡤసᴗ㌴で᧜ᙳする。Ｅ区に㞄᥋するఫᏯが⛣㌿しておらࡎ、ྎ㢼

25ྕ᥋㏆にకう஧ᗘ目の㣴生をවࡡて、調査器ᮦを୍᪦᧔཰する。

10日 Ｅ区に㞄᥋するఫᏯの⛣㌿に時㛫がかかるため、ఫᏯの⛣㌿をᚅたࡎにＥ区の発掘

調査にධることで、஦ᴗ⪅とఫேの㛫でྜពが形成される。Ｅ区の調査にඛ❧ࡕ、

ఫேのせᮃでＥ区北㠃に㜵㡢ቨを設⨨する。

15日 調査器ᮦを෌ࡧᦙධし、Ｅ区の⾲土๤ࡂと遺構検出を⾜う。

17日 Ｅ区の遺構掘削をᐇ施し、 㔞と෗┿᧜ᙳをጞめる。

19日 Ｅ区඲ᬒを高ᡤసᴗ㌴で᧜ᙳし、㏣加の 㔞を⤒て調査器ᮦの᧔཰をጞめる。

22日 Ｅ区の埋めᡠしを⾜う。

26日 Ｅ区北㠃の㜵㡢ቨを᧔ཤする。

30日 調査器ᮦの᧔཰を᏶஢し、⌧地での発掘調査を終஢する。



Ⅱ㸬఩⨨と⎔ቃ

久留米市は⟃⣸平㔝の中心部に఩⨨し、⟃ᚋ川の中・下ὶᇦに㠃する。久留米市の南東部に⫇え

る⪥⣡山地の西➃には、高良山や明ᫍ山、㣕ᓅといったᶆ高 200～300ｍの山地が఩⨨する。明ᫍ山

と㣕ᓅの西麓には、⪥⣡山地からὴ生する丘陵が点在し、᱈ኴ㑻川や上ὠⲨᮌ川に㛤ᯒされて複雑

な地形を࿊する。鑓水遺跡は、᱈ኴ㑻川に㠃した丘陵上のᶆ高約 42～43ｍの地点に఩⨨する。

周辺におけるே㢮の㊊跡は、池田池遺跡やࡻࡦうたん山遺跡、⏥ሯ遺跡で見ࡘかったᪧ▼器まで

㐳り、୍ᖏが⊁⊟の⯙ྎだったことを示す。縄文時代には、ྎ地上を中心にᩓᕸ地が分ᕸし、日渡

遺跡やᣢ田古墳群、⏥ሯ遺跡で᪩ᮇのᢲᆺ文土器、日渡遺跡や⟃ᚋᅜ分ᑎ跡、ᣢ田遺跡で᭮⏿ᘧ土

器な࡝の前ᮇの土器、日渡遺跡で中ᮇの⯪元ᘧ土器や୪ᮌᘧ土器、大ᮌ下遺跡と⟃ᚋᅜ分ᑎ跡、ᣢ

田遺跡、୸῝田遺跡でᚋᮇの土器が出土した。遺構は、白川遺跡やṇ⚟ᑎ遺跡、日渡遺跡でᚋᮇの

土坑群が検出され、≉にṇ⚟ᑎ遺跡第㸵次調査地点では、㇂部に఩⨨する土坑群から 140 点の編⤌

〇ရやᮌ〇ရが出土した。これらは඲ᅜでもᩘᑡない出土౛として注目でき、≉に▼᩼が⿦╔され

たままの┤᯶は、縄文時代では၏୍の出土౛である。また、⏥ሯ遺跡ではᬌᮇの土坑が見ࡘかり、

㯮᭙▼の▼᰾や๤∦がከᩘ出土したことから、▼器〇సの様相が❚える。

弥生時代には、⟃ᚋᅜ分ᑎ跡で中ᮇᚋ半の❿✰ఫᒃ２ᇶとᚋᮇᚋ半の❿✰ఫᒃ１ᇶ、日渡遺跡で

ᚋᮇ中ⴥ～ᚋ半の掘❧ᰕᘓ物や❿✰ఫᒃ群、༑ࣀ江遺跡で᩿㠃㹔字≧の溝が検出された。日渡遺跡

で出土した内⾜ⰼ文㙾は、遺構検出時の出土遺物で遺構をకࢃないが、ࣛ࢞ࣥ࣋の⑞跡が残る⯧㍕

㙾で注目できる。この࡯かにも、大㖠ሙ遺跡で⏎᳌቎や⟽ᘧ▼᳌቎の発見が伝ࢃり、ᰗࣨ℩遺跡で

弥生土器が⾲᥇されたことから、中ᮇからᚋᮇを中心に集落が点在したと想定される。

古墳時代には古墳群が分ᕸし、調査が⾜ࢃれたものだけでも、㛤ᯒされたྎ地上に఩⨨する山ࣀ

⚄古墳群や㝰山古墳群、大㖠ሙ古墳、中㝰山古墳群、鑓水古墳群、୍ᮏᯇ古墳、ᣢ田古墳群、高良山

や明ᫍᓅ、㣕ᓅの〈㔝に఩⨨する西⾜古墳群や㪭ሯ古墳、内㔝古墳、㔩ཱྀ古墳、ࡻࡦうたん山古墳

群が挙げられる。鑓水遺跡の西 150ｍにある鑓水古墳群は、ࣛ࢞ࣥ࣋が付╔した▼ᮦが出土した࡯

か、小形の❿✰ᘧ▼ᐊや⟽形▼᳌を᭷する。溝から出土した土師器から㸳世紀前半～中㡭の築㐀と

考えられる。古墳群の中心となる前᪉ᚋ෇墳として、▼᳌に文様が้まれたᾆ山古墳や、ᶓཱྀᘧᐙ

形▼᳌が見ࡘかった▼ᷬ山古墳、▼㞀を᭷しቨ㠃に㢦料をሬった▼ᐊの⸨山⏥ሯ古墳がある。また、

㔩ཱྀ遺跡では㸳世紀前半の෇形周溝቎が見ࡘかり、周溝から出土した山㝜⣔の土師器から、山㝜地

᪉と⿕ⴿ⪅の஺ὶが想定される。さらに、㸴世紀の㡲ᜨ器❔である平㔝❔跡や池田❔跡、池田❔跡

に㞄᥋する下ᰗࣨ℩❔跡は、古代の⎰❔の前ẁ㝵に❔ᴗがႠまれていたことを❚ࡏࢃる。集落遺構

は、⟃ᚋᅜ分ᑎ跡で古ᘧ土師器をకう土坑、平㔝遺跡で㸴世紀ᚋ半の掘❧ᰕᘓ物と❿✰ఫᒃ群が検

出されており、ᚋ⪅は㇦᪘ᒃ㤋をᙸᙿとさࡏる掘❧ᰕᘓ物が古墳群との関㐃を示唆する。

古代には、上ὠⲨᮌ川の㇂部をሰࡼࡄうに上ὠ土ሠが築かれた。『日ᮏ᭩紀』天Ṋ天ⓚ㸵年 12 ᭶

（679）᮲にⓏሙする、⟃⣸ᅜ地㟈にకうとみられるᔂ落とಟ復⑞が確認されたことから、その築㐀



第３図 周辺遺跡分ᕸ図（1/25,000）

第㸲図 調査地点の఩⨨と周辺地形図（1/2,500）
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年代は㸵世紀ᚋ半以前と᥎定され、大ᐓᗓ㜵⾨のために設けられた㜵ᚚ施設と考えられている。ま

た、鑓水遺跡の北西約 2.1 ੊に⟃ᚋᅜ分ᑎとᅜ分ᑽᑎが設⨨された。そのᘓ❧年は明らかではない

が、『⥆日ᮏ紀』天平຾ᐆ㸶年（756）12᭶ 20 日᮲に௚ᅜのᅜ分ᑎとඹにⓏሙすることから、㸶世紀

半ばにはᩚഛされたとみられる。⟃ᚋᅜ分ᑎ・ᅜ分ᑽᑎ周辺では、大ᮌ下遺跡で㸶世紀ᚋ半から㸷

世紀前半の溝、白川遺跡で㸶世紀～㸷世紀前半の❿✰ᘓ物や、㐨路跡とみられる୪走する溝、ࠕ延႐ࠖ

㖭の平⎰、ṇ⚟ᑎ遺跡で㸷世紀ᚋ半の溝が見ࡘかっており、ᅜ分ᑎ周辺の集落の様相を示す。⎰❔

も点在し、ᅜ分ᑎに㞄᥋する㤿ሙ田⎰❔跡やࣀ࣎࣊ᮌ遺跡出土⎰と同➰の⎰が⾲᥇された࢖࣍ト池

⎰❔跡、白川遺跡や⟃ᚋᅜᗓ跡、⟃ᚋᅜ分ᑎ跡の出土⎰と同ࠕࡌ延႐༑஑年ࠖ㖭⎰な࡝が⾲᥇され

た西⾜古❔跡が挙げられる。日渡遺跡では、10 世紀ึ㢌の土坑からࠕᮅ 㖭ࠖの㖡༳が出土しており、

㒆ྖᒙとの関㐃が想定される。ᅜ分ᑎとᅜ分ᑽᑎは 10世紀以降のᚊ௧యไの⾶㏥にకい規模を⦰小

したとみられ、11世紀代を最ᚋに遺構は確認されていない。周辺では、白川遺跡で㸷～12世紀の土

坑群、高良山南麓に఩⨨する᐀ᓮ遺跡と池田遺跡では 11～12世紀の溝や土坑、㓄▼遺構な࡝が検出

されており、古代ᮎᮇから中世ึ㢌の集落の存在が想定される。

中世以降、高良内町୍ᖏは高良山⚄㡿として高良大♫のໃຊ下におかれた。ோ἞２年（1241）の

『⟃ᚋᅜ検஺代౑ᐇ㘓ᖒ』にはᅜ分ᑎのⲨᗫがグ㘓されているが、⟃ᚋᅜ分ᑎ跡では㱟Ἠ❔⣔㟷磁

碗な࡝の貿易陶磁器や⎰器ᇫが出土しており、14～15世紀の掘❧ᰕᘓ物が検出されるな࡝、集落の

存在を示唆する遺構や遺物が見ࡘかった。周辺では、大ᮌ下遺跡の 12～13世紀の土坑や土ቼ቎、日

渡遺跡とṇ⚟ᑎ遺跡の 13 世紀の土坑、白川遺跡の 12～15 世紀にかけての複ᩘの溝、日渡遺跡や池

田遺跡の 14～15 世紀の大溝が集落の存在を❚ࡏࢃる。また、白川ᇛは高良山ᗙ୺ᐙの୍᪘である、

୹Ἴ良㐠のᒃᇛだったと伝えられる。池田遺跡の㏆くには、ᶓ㤿ሙの地ⶶ⳶⸃᙮ീᯈ☃が఩⨨する。

 時は㔛㐨ἢいにあった地ⶶᯈ☃で、ᛂỌ 11年（1404）11᭶の㖭を᭷し、ᛂỌ年㛫の地ⶶᯈ☃のዲ

౛として市の᭷形文໬㈈にᣦ定されている。

鑓水集落の㉳※にࡘいて、地元の伝承は元和㸵年（1621）のึ代久留米⸬୺᭷㤿㇏Ặの㌿ᑒにᚑ

い、୹Ἴᅜ⚟▱山から⛣ఫした▼ᕤ集ᅋまで㐳ると伝える。鑓水遺跡の北西約 300ｍに఩⨨する村下

遺跡では２᮲の溝が確認されており、㏆世の集落に関㐃する遺構とみられる。鑓水の地ྡは、『元⚘

ඵ஻年調Ꮚᚚ㒆中ရࠎᐤ』（1695、『⚟ᒸ⦩史史料』第஑㍴）にึめてⓏሙする。高良内村と㏆村にま

たがる㔝ཎで、その規模は 15町（約 1.6km）ᅄ᪉とある。ᏳỌ㸴年（1777）に編⧩され、明἞ 39年

（1906）にห⾜された『ᰯゞ⟃ᚋᚿ』にもࠕ㐵水ཎ のࠖྡでⓏሙするが、ここでも 15町ᅄ᪉とある。

同᭩にࡼると、㇏Ặの代に鑓水の⏿ 50 ▼と山ᯘがᚚ஭町のᴟᴦᑎにᐤ㐍された࡯か、かࡘては୍ᖏ

が久留米⸬ኈの㖠◙の試ᑕሙになっていたという。『米ᗓ年⾲』には、ᐶᨻ㸴年（1794）㸴᭶ 13 日

に୕Ἑᅜのᾉே᳃川᝷༑㑻が鑓水でⅆ⾡を試したとある。なお、明和年㛫（1764～1772）㡭のᐙ⪁

ᐙのぬ᭩である『在᪉ㅖぬ᭩』にも、ᚚ஭㒆の㔝ཎとして高良内村の鑓水㔝が挙げられているが、

その規模は 25町（約 2.7੊）ᅄ᪉となっており、前ᥖの２᭩とは異なる。



Ϫ㸬調査のグ㘓

ᮏ調査地点の⌧ἣは᭦地だが、Ａ区は北半がᗞᮌ⏿、南半が雑ᮌᯘで、Ｂ～Ｅ区はᏯ地だった。

඲య的に削平されている上にఫᏯᘓ設時の┒土にそࢃれ、ໟྵᒙを確認できたＡ区とＥ区東部を除

けば、調査地点の大半で⾲土またはᪧ⾲土の┤下で地山に⮳る。以下、ᇶᮏᒙᗎと検出遺構、出土

遺物にࡘいて調査区ࡈとに㏙࡭る。

（㸯）㸿༊ࡢㄪᰝ

ᇶᮏᒙᗎ

Ａ区は調査地点の南➃に఩⨨し、地⾲のᶆ高は最も低い 42.0ｍを る。調査㠃✚は 581੍である。

北西部は、地⾲約 0.3～0.4ｍをձ㯤Ⰽ土ࣟࣈッࢡをྵࡴ㯤〓Ⰽ土の⾲土がそい、┤下のղཌさ 0.1

～0.2ｍの〓Ⰽ土・㯤Ⰽ土ࣟࣈッࢡをྵࡴᬯ〓Ⰽ土のໟྵᒙを⤒て、地山に⮳る。Ａ区南部では、地

⾲約 0.15～0.2ｍをձᬯ⅊㯤Ⰽ土の⾲土がそい、┤下にղཌさ 0.05～0.1ｍの⅊㯤〓Ⰽ土と㯮〓Ⰽ土

がΰࡌるໟྵᒙがみられる。南西部ではໟྵᒙを⤒て地山に⮳るが、南東部ではさらにճ明㯤〓Ⰽ

土と⅊㯤〓Ⰽ土がΰࡌる㛫ᒙを⤒て地山に⮳る。地山は、ᶆ高 41.5～41.8ｍで検出し、ᶆ高 41.25

～41.35ｍから上ᒙが明㯤〓Ⰽ土、下ᒙが㯤Ⰽ土である。

᳨ฟ㑇ᵓ

Ａ区で検出した୺な遺構は、溝４᮲と土坑㸱ᇶが挙げられる。以下、遺構ࡈとに㏙࡭る。

⁁

㹑㹂㸯（第㸳・㸴図、図∧１～㸱・㸴）

調査区中ኸ部西ቨから南西部㝮で検出した溝である。走⾜᪉఩は、東西᪉向に㹌㸫73°㸫㹕、南

北᪉向に㹌㸫20°㸫Ｅで、調査区中ኸ部で 89.5r屈᭤する。検出したのは東西 9.6ｍ、南北 35.3ｍ

で、୧➃は調査区外に延ࡧる。溝の᩿㠃はゅの୸い㏫ྎ形≧を࿊し、上➃ᖜ 0.86～1.37ｍ、下➃ᖜ

0.5～0.87ｍ、̔̀ さは最大で 0.61ｍを る。埋土は第㸴図のとおりで、〓Ⰽ⣔や㯤Ⰽ⣔の埋土が༨め

る。また、ሁ✚≧ἣから掘り㏉された様Ꮚが❚える。遺物は、土師器の小皿や⎼、㡲ᜨ器㖊のཱྀ⦕

部、貿易陶磁器の㟷磁碗の⣽∦、⁥▼〇▼㘠やᡴ〇▼㙨、▼㗽といった▼〇ရな࡝が出土した。

㹑㹂㸰（第㸳・㸵図、図∧１・２・㸵）

調査区中ኸ部西ᐤりで検出した溝である。走⾜᪉఩は、東西᪉向に㹌㸫72°㸫㹕、南北᪉向に㹌

㸫17°㸫Ｅで、88.8r屈᭤する。検出したのは東西 5.3ｍ、南北 3.58ｍで、西➃は調査区外に延ࡧ

る。上➃ᖜ 0.69～0.61ｍ、下➃ᖜ 0.59～1.58ｍ、῝さは最大で 0.16ｍを る。埋土は第㸵図のとお

りで、にぶい〓Ⰽ土と⅊㯤〓Ⰽ土で஧分される。出土遺物は、土師器のᆗや⣽∦のみである。

㹑㹂11（第㸳・㸵図、図∧２・㸴）

調査区中ኸ部西ᐤりで検出した溝である。走⾜᪉఩は㹌㸫17°～25°㸫Ｅで、⦆やかに⺬⾜する。

検出したのは長さ 17.5ｍで、南➃は調査区外に延ࡧる。上➃ᖜ 0.46～1.05ｍ、下➃ᖜ 0.28～0.73

ｍ、῝さは最大で 0.22ｍを る。埋土は、ᬯ〓Ⰽ土や㯤Ⰽࣟࣈッࢡ土をྵࡴ⅊〓Ⰽ土だった。遺物



第㸳図 Ａ区遺構㓄⨨図（1/200）
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は、土師器のᆗや小皿な࡝と、㯮᭙▼の๤∦が出土した。

ᅵᆙ

㹑㹉㸳（第㸵図、図∧㸵）

調査区北部中ኸで検出した、ＳＤ１にᚋ出する土坑である。ᘼをᥥくṍな小ุ形の平㠃を᭷し、

長さ 3.21ｍ、ᖜ 1.23ｍ、῝さは最大で 0.16ｍを る。埋土は、⅊Ⰽ土ࣟࣈッࢡをྵࡴ明㯤〓Ⰽ土だ

った。出土遺物は、⿕⇕した縄文土器の⣽∦と白磁の⣽∦ྛ１点のみである。

第㸴図 ＳＤ１土ᒙ図（1/20）



㹑㹉㸶（第㸵図、図∧㸵）

調査区北部中ኸで検出した、ＳＤ１にᚋ出する土坑である。㝮୸᪉形の平㠃を᭷し、長さ 1.13ｍ、

ᖜ 0.68ｍ、῝さは最大で 0.19ｍを る。埋土は、㯤Ⰽ土ࣟࣈッࢡをྵࡴ⅊〓Ⰽ土だった。遺物は、

土師器の⣽∦が１点出土したのみである。

第㸵図 ＳＤ２土ᒙ図、ＳＤ11 ᩿㠃図、Ｓ㹉㸳・㸶ᐇ 図（1/20、1/40）



㹑㹉17（第㸶図、図∧㸵）

調査区中ኸ部西➃で検出した土坑である。ᴃ෇形の

平㠃を᭷し、長さ 0.98ｍ、ᖜ 0.68ｍ、῝さは最大で

0.28ｍを る。埋土は第㸶図のとおりで、ᬯ〓Ⰽ土・

㯤Ⰽ土ࣟࣈッࢡをྵࡴにぶい㯤〓Ⰽ土と、⅊㯤〓Ⰽ

土・㯤Ⰽ土ࣟࣈッࢡをྵࡴ㯤〓Ⰽ土で஧分される。出

土遺物は無い。

ฟᅵ㑇≀（第㸷・10 図、第１⾲、図∧㸷～11）

Ａ区の遺物⥲㔞は0.5࣮ࢼࢸࣥࢥࣥࣃ ⟽分である。

遺物として、縄文土器や中世の土師器と㡲ᜨ器、㏆世

から㏆代の土師器や陶磁器、ᡴ〇▼㙨や▼໯、⁥▼〇

▼㘠な࡝の▼〇ရ、㕲〇ရが挙げられる。また、⾲土

や撹乱からは縄文土器の⣽∦や土師器の⣽∦、㏆世か

ら㏆代にかけての陶磁器∦、㯮᭙▼やᏳ山ᒾの๤∦が

出土した。ಶࠎのἲ㔞やⰍ調な࡝のヲ⣽にࡘいては、

第１⾲をཧ↷㢪いたい。以下、ྛ遺物の≉ᚩにࡘいて

⡆༢に⿵㊊する。

㸯㹼㸷は、ＳＤ１出土遺物である。１と２は土師器の小皿で、底部に糸切りの⑞跡が明░に残る。

㸱は土師器のናで、஧次⿕⇕にࡼる⾲㠃の๤㞳が著しい。４と㸳は㡲ᜨ器㖊のཱྀ⦕部である。同ࡌ

ሙᡤから出土したが、ཱྀ⦕の形≧やⰍ調が異なることから、ูಶయとุ᩿した。㸴は貿易陶磁器の

⣽∦で、内外㠃ともにẼἻが目❧ࡘ。㸵の⁥▼〇▼㘠は、外㠃の୍部に㯮Ⰽの付╔物が見られる。

㸶の▼〇ရは∦ᒾ〇で、外⦕の２ࣨᡤにᡴḞが見られ、▼㗽と考えられる。㸷は、ΰධとみられる

第㸶図 Ｓ㹉17 ᐇ 図（1/40）

第㸷図 Ａ区出土遺物ᐇ 図１（1/4、1/2）



ᡴ〇▼㙨でᏳ山ᒾ〇である。10 はＳＤ２出土の土師器ᆗで、⣽∦だが底部とみられる。11 と 12 は

ＳＤ11出土遺物で、いࡎれも⣽∦である。11 の土師器ᆗ、12の土師器小皿ともに糸切り底である。

13㹼18はピットからの出土遺物である。13～16は縄文土器の⣽∦で、13と 14はཱྀ⦕部、16 は底部

である。13と 14はูࠎのピットから出土したが、調ᩚやⰍ調が㢮ఝしており、同୍ಶయの可能性が

ある。17は内外㠃ともに࣑࢟࢞を᭷し、᩿㠃の‴᭤から、ὸ㖊の㢕部とみられる。17は土師器の小

皿で、回㌿糸切りの⑞跡がみられる。18は∦ᒾ〇でล部が見られることから、☻〇▼᩼と考えられ

る。ただし外㠃は๤㞳が著しい。19㹼28は、撹乱や試掘トࣞࣥࢳ埋土、遺構㠃、⾲土からの出土遺

物である。19～21・23・24 は縄文土器の⣽∦で 19・21・23 はཱྀ⦕部である。25 は∦ᒾ〇でᡴḞが

見られることから、▼〇ရと考えられる。ただし඲形が明らかではなく、⏝㏵も不明である。26と

28はᏳ山ᒾの▼໯である。いࡎれも㢼໬しており、折ᦆした⟠ᡤがある。

第 10図 Ａ区出土遺物ᐇ 図２（1/4、1/2）
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（㸰）㹀༊ࡢㄪᰝ

ᇶᮏᒙᗎ

Ｂ区は調査地点の中ኸ部南ᐤりに఩⨨する。南に向かって傾ᩳしており、北➃はᶆ高 43.5ｍ、南

➃はᶆ高 42.1ｍを る。調査㠃✚は 323੍である。⌧地⾲は調査区南➃を除きձఫᏯᘓ設時の┒土

が約 1.1ｍそい、ཌさ 0.2～0.3ｍのղ♟やⅣ⢏をྵࣈ࣮ࣜ࢜ࡴ〓Ⰽ土、ճཌさ 0.1～0.3ｍのղ⅊࢜

る㛫ᒙを⤒て、地⾲下ࡌⰍ土と明㯤〓Ⰽ土がΰࣈ࣮ࣜ 0.4～1.7ｍ、ᶆ高 41.5～41.8ｍの地山㠃に⮳

る。地山は、ᶆ高 41.6ｍから上ᒙが明㯤〓Ⰽ土、下ᒙがにぶい㯤ᶳⰍ土である。

第㸯⾲ Ａ区出土遺物ほᐹ⾲

口径
（長さ）

底径
（幅）

器高
（厚さ）

外面
（釉薬）

内面
（胎土）

外面 内面 底㒊

䠍
第䠕図

Ｓ䠠䠍 土師器 ᑠ─ 〔㻣.2〕 〔5.0〕 1.2 にぶい褐色 にぶい橙色
回転ナデ
摩耗

回転ナデ
ナデ・摩耗

⣒ษ䜚⑞
摩耗

⢭Ⰻ
（金雲母を含む）

201802
000001

䠎
第䠕図

Ｓ䠠䠍 土師器 ᑠ─ 〔㻣.6〕 〔5.6〕 1.0 にぶい褐色 橙色
回転ナデ
摩耗

回転ナデ
摩耗

⣒ษ䜚⑞
摩耗

⢭Ⰻ
（金雲母を含む）

ᗏ㒊↝䛝ṍむ䚹
201802
000046

䠏
第䠕図

Ｓ䠠䠍 土師器 ና ― 〔㻤.2〕 （㻣.1）
回転ナデ
摩耗

回転ナデ
摩耗 摩耗

䜔䜔⢭Ⰻ
（砂粒を含む）

஧ḟ⿕⇕に䜘䜛摩耗
ⴭ䛧い䚹

201802
000006

䠐
第䠕図

Ｓ䠠䠍 㡲ᜨ器 鉢 ― ― （4.0）
灰黄褐色～
浅黄橙色

橙色～
灰黄色

回転ナデ
摩耗

回転ナデ
摩耗

―
⢭Ⰻ

（微砂粒を含む）
஧ḟ⿕⇕に䜘䜛摩耗
ⴭ䛧い䚹

201802
000009

䠑
第䠕図

Ｓ䠠䠍 㡲ᜨ器 鉢 ― ― （4.0）
黄灰色～
灰ⓑ色

にぶい黄色 回転ナデ 回転ナデ ―
⢭Ⰻ

（微砂粒を含む）
201802
000010

䠒
第䠕図

Ｓ䠠䠍 ㈠᫆㝡☢器 ☇ ― ― （2.9）
䜸リ䞊䝤灰色
（㔙⸆）

灰黄色
（⫾土）

回転ナデ
回転ナデ
ỿ⥺

―
⢭Ⰻ

（㯮色粒Ꮚを含む）
㟷☢か䚹
ẼἻ䛜生䛨䜛䚹

201802
000004

䠓
第䠕図

Ｓ䠠䠍 ▼〇ရ ▼㘠 ― ― （6.㻤） 㯮色 灰褐色 ケズリ⑞ ケズリ⑞ ― （136.2）䡃
㘥を᭷䛩䜛䚹እ㠃୍
㒊に䝇䝇௜╔䚹

201802
000011

䠔
第䠕図

Ｓ䠠䠍 ▼〇ရ ▼㗽 7.2 7.4 1.0
⦕の୍㒊
にᩙᡴ⑞

― ― 95.45䡃 ゅ㛝片ᒾ〇䚹
201802
000007

䠕
第䠕図

Ｓ䠠䠍 ▼〇ရ ▼㙨 1.9 1.6 0.35 ᩙᡴ⑞ ― ― 0.6䡃 Ᏻᒣᒾ〇䚹摩耗
201802
000002

10
第䠕図

Ｓ䠠䠎 土師器 ᆗ ― ― （1.4） にぶい橙色 橙色
回転ナデ
摩耗 摩耗 摩耗

⢭Ⰻ
（金雲母を含む）

摩耗ⴭ䛧い䚹
201802
000012

11
第䠕図

Ｓ䠠11 土師器 ᆗ ― ― （5.2）
回転ナデ
摩耗

回転ナデ
摩耗

⣒ษ䜚⑞
⢭Ⰻ（微砂粒・金雲

母を含む）
摩耗ⴭ䛧い䚹

201802
000018

12
第䠕図

Ｓ䠠11 土師器 ᑠ─ ― 〔㻣.2〕 （1.1） 回転ナデ 回転ナデ ⣒ษ䜚⑞
⢭Ⰻ

（金雲母を含む）
201802
000019

13
第1㻜図

Ｓ䠬19 縄文土器 鉢 ― ― （4.6） 灰黄色 灰褐色
斜め方向
の調整

横方向
の調整

― 砂粒をከ䛟含む ⢒〇土器䚹14䛸㢮ఝ䚹
201802
000023

14
第1㻜図

Ｓ䠬26 縄文土器 鉢 ― ― （4.0） 灰黄褐色
浅黄橙色
～灰色

斜め方向
の調整

⦪方向
の調整

― 砂粒をከ䛟含む ⢒〇土器䚹13䛸㢮ఝ䚹
201802
000029

15
第1㻜図

Ｓ䠬30 縄文土器 鉢 ― ― （2.3） 浅黄橙色
にぶい
黄橙色

―
⢭Ⰻ（細砂粒・金雲

母を含む）
⢭〇土器

201802
000030

16
第1㻜図

Ｓ䠬15 縄文土器 浅鉢 ― ― （2.4）
にぶい
黄橙色

にぶい橙色 摩耗
横ナデか
摩耗 摩耗

砂粒・金雲母を
ከ䛟含む

201802
000021

17
第1㻜図

Ｓ䠬16 土師器 ᑠ─ 〔㻤.㻤〕 〔6.㻤〕 1.3
にぶい
黄橙色

にぶい橙色 回転ナデ 回転ナデ ⣒ษ䜚⑞
⢭Ⰻ

（金雲母を含む）
ᗏ㒊↝䛝ṍむ䚹

201802
000022

18
第1㻜図

Ｓ䠬30 ▼〇ရ ☻〇▼᩼ （6.3） （6.2） （0.9） ๤㞳 ๤㞳 ล㒊䛒䜚 （51.65）䡃 片ᒾ〇䚹๤㞳ⴭ䛧い䚹
201802
000031

19
第1㻜図

᧠஘ 縄文土器 鉢 ― ― （5.4） ᫂黄褐色
にぶい
黄橙色

䝭䜺䜻か
摩耗ⴭ䛧い

横方向
の調整

―
⢭Ⰻ（細砂粒・金雲

母を含む）
⢭〇土器䚹Ἴ≧ཱྀ⦕䚹

201802
000015

20
第1㻜図

᧠஘ 縄文土器 細片 ― ― （5.2）
ナデ
摩耗

ナデ ― 砂粒をከ䛟含む ⢒〇土器
201802
000016

21
第1㻜図

᧠஘ 縄文土器 鉢 ― ― （3.2） ῐ黄橙色 ᬯ灰黄色 摩耗
横ナデか
摩耗

―
⢭Ⰻ（細砂粒・金雲

母を含む）
⢒〇土器

201802
000028

22
第1㻜図

᧠஘ ㈠᫆㝡☢器 ☇ ― ― （2.1）
灰色
（㔙⸆）

灰黄色
（⫾土）

回転ケズリ
回転ナデ

回転ナデ
ỿ⥺

―
⢭Ⰻ

（㯮色粒Ꮚを含む）
እ㠃୍㒊㟢⫾

201802
000036

23
第1㻜図

㑇ᵓ㠃 縄文土器 鉢 ― ― （2.3） 浅黄色 灰黄色 摩耗 摩耗 ― 微砂粒をከ䛟含む ⢒〇土器
201802
000033

24
第1㻜図

㑇ᵓ㠃 縄文土器 鉢 ― ― （5.㻤）
にぶい褐色～
灰䜸リ䞊䝤色

灰黄褐色～
にぶい黄橙色

横方向
の調整

摩耗 ―
⢭Ⰻ（微砂粒・金雲

母を含む）
⢭〇土器か

201802
000034

25
第1㻜図

㑇ᵓ㠃 ▼〇ရ ୙᫂〇ရ （14.1） （㻣.3） 1.1
୍㒊に
ᩙᡴ⑞

୍㒊に
ᩙᡴ⑞

― （15㻣.9）䡃 ⤖ᬗ片ᒾ〇䚹ᢡᦆ
201802
000035

26
第1㻜図

ヨ᥀
䝖䝺䞁䝏 ▼〇ရ ▼໯ 3.3 （9.5） 0.9

ᩙᡴ⑞
ᢡᦆ

― ― （12.㻤）䡃 Ᏻᒣᒾ〇䚹摩耗
201802
000032

27
第1㻜図

⾲᥇ ᰁ௜ ☇ ― ― （4.1）
↓色㏱᫂
ᰁ௜

灰ⓑ色
（⫾土） ⲡⰼ文 ↓文 ― ⢭Ⰻ

⫧๓⣔䚹1㻣ୡ⣖ᮎ～
1㻤ୡ⣖

201802
000037

28
第1㻜図

⾲᥇ ▼〇ရ
▼໯

（ᮍᡂရ）
4.7 （㻤.㻤） 1.1

ᩙᡴ⑞
ᢡᦆ

― ― （35.㻤）䡃 Ᏻᒣᒾ〇䚹摩耗
201802
000038

にぶい橙色～橙色

にぶい橙色

横方向の䝭䜺䜻

備　　　考
色　調

胎　　土
重　　量

灰色

灰黄色

灰色

ῐ黄橙色

登録番号

ῐ黄色

灰黄褐色

ῐ黄色～⥳灰色

黄灰色

遺物
№

出土
遺構 材 質 器　種

法　量（㎝） 調　整　(文様)



᳨ฟ㑇ᵓ

Ｂ区で検出した遺構は、土坑㸴ᇶとピット 11ᇶである。࡯かに㏆代の␇跡やఫᏯྲྀりቯし時のᗫ

ᮦᗫᲠ坑といった撹乱がከᩘ見られた。以下、遺構ࡈとに㏙࡭る。

ᅵᆙ

㹑㹉60（第 12 図、図∧㸵）

調査区北部中ኸで検出した土坑である。ᘼをᥥく㝮୸᪉形の平㠃を᭷し、中ኸ部はⱝᖸくࡧれる。

長さ 3.06ｍ、ᖜ 0.62～0.84ｍ、῝さ 0.15ｍを る。埋土は第 12図のとおりで、㯤Ⰽ土・⅊Ⰽ土ࣈ

ࣟッࢡをྵࡴ㯮〓Ⰽ土のᒙと、⅊〓Ⰽ土と㯮Ⰽ土ࣟࣈッࢡをྵࡴὸ㯤Ⰽ土がΰࡌるᒙに஧分される。

出土遺物は、土師器⏎の⬗部∦と᧧㖊とみられる㏆世陶器の⣽∦ྛ１点のみである。

第 11図 Ｂ区遺構㓄⨨図（1/200）



第 12図 Ｓ㹉60・65～67・70・72・73 ᐇ 図・土ᒙ図（1/40）



㹑㹉65（第 12 図、図∧㸵）

調査区北部東➃で検出した土坑である。ṍな㝮୸᪉形の平㠃を᭷し、長さ 1.09ｍ、ᖜ 0.83ｍ、῝

さ 0.36ｍを る。埋土は第 12図のとおりで、㯮〓Ⰽ土・㯤Ⰽ土ࣟࣈッࢡをྵࡴ⅊㯤〓Ⰽ土と㯮〓Ⰽ

土・⅊Ⰽ土ࣟࣈッࢡをྵࡴ明㯤〓Ⰽ土で஧分される。遺物は、縄文土器の⣽∦２点と㯮᭙▼の๤∦

１点が出土した。

㹑㹉66（第 12 図、図∧㸵・㸶）

調査区北部東ᐤりで検出した土坑である。ṍな平㠃形を᭷し、長さ 1.01ｍ、ᖜ 0.77ｍ、῝さ 0.30

ｍを る。埋土は、㯮〓Ⰽ土・㯤ᶳⰍ土ࣟࣈッࢡをྵࡴにぶい〓Ⰽ土だった。出土遺物は無い。

㹑㹉67（第 12 図、図∧㸶）

調査区北部東ᐤりで検出した土坑である。遺構の中心部は⏿の␇跡やＳ㹉66に削平されているが、

ᴃ෇形の平㠃を᭷するとみられる。長さ 1.20ｍ、ᖜ 0.83ｍ、῝さ 0.24ｍを る。埋土は、㯤Ⰽ土ࣈ

ࣟッࢡをྵࡴ㯮〓Ⰽ土だった。遺物は出土しなかった。

㹑㹉70（第 12 図、図∧㸶）

調査区東部ቨ㝿で検出した土坑である。遺構の西➃は撹乱に削平され、東部は調査区外に及ぶた

め、検出したのは長さ 0.46ｍのみである。ᖜ 0.73ｍ、῝さ 0.20ｍを る。埋土は、㯤Ⰽ土ࣟࣈッࢡ

をྵࡴ㯮〓Ⰽ土だった。出土遺物は無い。

㹑㹉72（第 12 図、図∧㸶）

調査区北部東ᐤりで検出した土坑である。⏿の␇跡やピットがᚋ出する。㝮୸᪉形の平㠃を᭷し、

長さ 1.46ｍ、ᖜ 1.08ｍ、῝さ 0.36ｍを る。埋土は、㯮〓Ⰽ土ࣟࣈッࢡと㯤Ⰽ土ࣟࣈッࢡをྵࡴ㯤

〓Ⰽ土だった。遺物は出土していない。

㹑㹉73（第 12 図、図∧㸶）

調査区北東部ቨ㠃で検出した土坑である。⏿の␇跡がᚋ出する上に、遺構の北部は調査区外に及

ぶが、㝮୸᪉形に㏆い平㠃形を᭷するとみられる。長さ 1.43ｍ、ᖜ 0.74ｍ以上、῝さ 0.48ｍを 

る。埋土は第 10図のとおりで、⅊ࣈ࣮ࣜ࢜Ⰽ土と㯤Ⰽ⣔の土で஧分される。出土遺物は無い。

ࢺࢵࣆ

調査区඲యにᩓらばり、ྜ ィ㸵ᇶを検出した。෇形またはṍな෇形の平㠃を᭷し、┤ᚄ 0.18～0.29

ｍ、῝さ 0.06～0.45ｍを る。埋土は、いࡎれもにぶい〓Ⰽ土だった。遺物は、Ｓ㹎55から土師器

の⣽∦と㏆代のᰁ付⣽∦、⥳㟷でそࢃれた㔠属∦がྛ１点出土したのみである。

ฟᅵ㑇≀（第 13図、図∧ 12）

遺物⥲㔞は２⿄࣮ࣝࢽࣅ⿄分のみである。出土したのは、縄文土器の⣽∦や弥生土器の⏎᳌のཱྀ

⦕部、古代の土師器⏎の⬗部、中世から㏆世のᡤ⏘とみられる土師器の⣽∦、㏆世から㏆代の陶磁

器、㕲⁦、㯮᭙▼やᏳ山ᒾの๤∦である。これらのうࡕ図示できたのは、Ｓ㹉60出土の土師器⏎の

⬗部（29）、Ｓ㹉65出土の縄文土器の⣽∦（30࣭31）、そして⾲土๤ࡂの㝿にఫᏯ┒土から出土した

⏎᳌のཱྀ⦕部（32࣭33）のみである。ಶࠎの遺物のヲ⣽にࡘいては、第２⾲をཧ↷㢪いたい。



（３）㹁༊ࡢㄪᰝ

ᇶᮏᒙᗎ

Ｃ区は、調査地点の中ኸ部に఩⨨する。調査㠃✚は 80੍である。地⾲約 0.5ｍをձ集ྜఫᏯᘓ築

時の┒土がそい、ཌさ 0.1～0.2ｍのղ㯤Ⰽ土ࣟࣈッࢡをྵࡴ⅊Ⰽ土とᬯ〓Ⰽ土のᩚ地を⤒てճ生ᮌ

をྵࡴ⅊〓Ⰽ土～ᬯ〓Ⰽ土のᪧ⾲土が 0.3～0.4ｍ見られる。ᪧ⾲土は、調査区北東部ではྛ 0.2ｍ

の⅊〓Ⰽ土とᬯ〓Ⰽ土のᒙに஧分される࡯か、調査区西部はᪧ⾲土の┤下で地山に⮳る。調査区東

部では、ཌさ 0.1ｍのմ㕲分をྵࡴ〓Ⰽ土の㛫ᒙをᣳみ、地⾲下 1.0～1.15ｍ、ᶆ高 41.6～42.0ｍの

地山に⮳る。地山は㯤Ⰽ⢓㉁土で、西に向かって傾ᩳしている。

᳨ฟ㑇ᵓ

検出遺構は第 14図のとおりで、土坑１ᇶとピット㸱ᇶのみである。調査区のᗈ⠊ᅖは、⌧代のᗫ

Რ土坑や␇跡な࡝の撹乱が༨める。

ᅵᆙ

㹑㹉74（第 15 図、図∧㸳）

調査区南東㝮で検出した土坑である。㝮୸のྎ形に㏆い平㠃を᭷し、遺構の南部は調査区外に及

ぶ。検出したのは長さ 0.75ｍ、ᖜ 0.56ｍのみで、῝さ 0.18ｍを る。北東㝮にฝ部を確認したが、

ูಶのピットをまとめて掘削した可能性がある。埋土は、ᬯࣈ࣮ࣜ࢜Ⰽ土をྵࡴ㯮〓Ⰽ土だった。

遺物は出土していない。

第 13図 Ｂ区出土遺物ᐇ 図（1/4）

第㸰⾲ Ｂ区出土遺物ほᐹ⾲

29

30 31

32 33

口径
（長さ）

底径
（幅）

器高
（厚さ）

外面
（釉薬）

内面
（胎土） 外面 内面

29
第13図

ＳＫ60 土師器 甕か ― ― （10.3） 刷毛目 ケズリ 細砂粒を含む
201802
000039

30
第13図

ＳＫ65 縄文土器 鉢 ― ― （2.9） 摩耗 横ナデ 砂粒を含む
201802
000040

31
第13図

ＳＫ65 縄文土器 細片 ― ― （2.4） 灰褐色
にぶい
黄橙色

斜め方向
の調整

横方向
の調整

細砂粒・金雲母
を含む

201802
000041

32
第13図

盛土 弥生土器 甕棺 ― ― （5.0） 黄橙色 橙色
回転ナデ
摩耗

回転ナデ 微砂粒を含む ＫⅡｃ～ＫⅢｂ式
201802
000043

33
第13図

盛土 弥生土器 甕棺 〔40.1〕 ― （6.9） 浅黄橙色 黄橙色
回転ナデ

刷毛目・突帯
回転ナデ
ナデ 微砂粒を含む ＫⅢａ～ＫⅢｂ式

201802
000042

遺物
№

出土
遺構 材 質 器　種

法　量（㎝） 色　調 調　整　(文様)

橙色

にぶい黄橙色

胎　　土
重　　量

備　　　考 登録番号



第 14図 Ｃ区遺構㓄⨨図（1/100）

ࢺࢵࣆ

調査区の南東部にᩓらばり、෇形の平㠃を᭷する。┤

ᚄ 0.16～0.31ｍ、῝さ 0.08～0.29ｍを り、埋土はᬯ

〓Ⰽ土だった。いࡎれも出土遺物は無い。

ฟᅵ㑇≀（第 16図、図∧ 12）

Ｃ区の遺物⥲㔞は１⿄࣮ࣝࢽࣅ⿄分で、遺構㠃から縄

文土器の⣽∦㸱点と土師器の⣽∦１点、㯮᭙▼の๤∦１

点が出土したのみである。このうࡕ図示できたのは、縄

文土器１点（第 16 図 34、201802㸫000044）だけである。

㖊の⬗部∦とみられる⣽∦で、残存高 2.8 ੉、ཌさ 0.9

੉を る。外㠃は〓Ⰽ、内㠃はὸ㯤Ⰽを࿊し、外㠃にはᩳめ᪉向の調

ᩚ、内㠃にはᶓ᪉向の調ᩚがほᐹできるが、いࡎれも⿕⇕にࡼるᦶ⪖

が著しい。⫾土は⣽◁⢏をྵࡴ。

（㸲）㹂༊ࡢㄪᰝ

ᇶᮏᒙᗎ

Ｄ区は調査地点の北部に఩⨨し、調査㠃✚は 101੍である。地⾲約 0.1ｍをձࣝ࢓ࣇࢫ࢔ト敷設

第 15図 Ｓ㹉74 ᐇ 図（1/40）

第 16図 Ｃ区出土遺物ᐇ 図

（1/4）

34



時の○▼がそい、ղ♟や⅊Ⰽࣟࣈッࢡ土をྵࡴ

ᶳⰍ◁♟土が約 0.25～0.3ｍみられ、ཌさ 0.25

～0.3ｍのճ⅊〓Ⰽ土をྵࣈ࣮ࣜ࢜⅊ࡴ土を⤒

て、地⾲下 0.4～0.6ｍ、ᶆ高 42.1～42.3ｍで地

山㠃に⮳る。地山は⅊白Ⰽ⢓㉁土である。

᳨ฟ㑇ᵓ

検出遺構は第17図のとおりで、⌧代のᗫᲠ

土坑やᶞ᰿⑞な࡝の撹乱のみである。

ฟᅵ㑇≀

遺物⥲㔞は１⿄࣮ࣝࢽࣅ⿄にすࡂない。遺物

として、撹乱から出土した、㏆世以降の陶磁器

や㯮᭙▼の๤∦が挙げられる。

（㸳）㹃༊ࡢㄪᰝ

ᇶᮏᒙᗎ

Ｅ区は調査地点の北➃に఩⨨し、ᶆ高は最も

高い 43.4～43.5ｍを る。調査㠃✚は 75 ੍である。地⾲約 0.1～0.3ｍをձ○▼をከくྵ࣮ࣜ࢜ࡴ

ὸ㯤ᶳⰍからにぶい〓Ⰽの┿◁土が約0.55～0.7ｍࡴⰍ┿◁土がそい、その下にղ⎰♟をⱝᖸྵ⅊ࣈ

見られる。┿◁土の┤下には、ཌさ 0.05～0.2ｍのճ㯤〓Ⰽ土ࣟࣈッࢡをྵࡴ㯮〓Ⰽ土がある。この

ᒙは調査区北ቨで┿◁土がΰࡌる࡯か、⾲土๤ࡂ時にࢫ࣮ࣗࢪの࣮ࣝࢳࢫ⨁が出土したことから、

⌧代のᪧ⾲土と考えられる。ᪧ⾲土の下ᒙには、մ㯤〓Ⰽ土・ࣈ࣮ࣜ࢜Ⰽ土ࣟࣈッࢡをྵࡴ㯮〓Ⰽ

土が 0.35～0.5ｍ見られる。この㯮〓Ⰽ土は下半に小▼が集中し、比㍑的⥾まりがᙅい傾向にある。

第 18図 Ｅ区遺構㓄⨨図（1/100）

第 17図 Ｄ区遺構㓄⨨図（1/200）



また、᳜ᮌ⑞の埋土と同ࡌことから、ᪧ⾲土┤下の⪔స土と考えられる。なお調査区ቨ㠃の୍部で

は、㯮〓Ⰽ土のໟྵᒙが確認できる。これらのᒙの┤下、地⾲下 1.0～1.15ｍ、ᶆ高 41.6～42.0ｍ

で地山㠃に⮳る。地山は、ᶆ高 41.15ｍから上ᒙが㯤〓Ⰽ土、下ᒙがにぶい㯤〓Ⰽ土である。

᳨ฟ㑇ᵓ

Ｅ区では、溝２᮲とピット 21ᇶを検出した。以下、遺構ࡈとに㏙࡭る。

⁁

㹑㹂75（第 18・19図、図∧㸶）

調査区東➃で検出した、半෇形の᩿㠃を

᭷する溝である。遺構の୧➃と東半分は調

査区外に及ࡧ、検出したのは 6.16ｍのみで

ある。上㠃の最大ᖜは 0.68ｍ、底㠃のᖜは

0.38～0.42ｍを り、̔̀ さは南➃で 0.20ｍ、

北➃で 0.11ｍを る。走⾜᪉఩は㹌㸫17～

22r㸫Ｅで、⦆やかに⺬⾜しているࡼうに

も見える。埋土は第 18 図のとおりで、㯮Ⰽ

土とᬯ〓Ⰽ土で஧分される。遺物は、土師

器の⣽∦が１点のみ出土した。

㹑㹂78（第 18・19図、図∧㸶）

調査区西➃で検出した、㏫ྎ形の᩿㠃を

᭷する溝である。遺構の୧➃は調査区外に

及ࡧ、検出したのは 4.53ｍのみである。上㠃のᖜは 0.36～0.42ｍ、底㠃のᖜは 0.16～0.22ｍを 

り、῝さは南➃で 0.16ｍ、北➃で 0.19ｍを る。走⾜᪉఩は㹌㸫12～15r㸫㹕で、⦆やかに⺬⾜し

ているࡼうにも見える。埋土は、ࣈ࣮ࣜ࢜Ⰽ土ࣟࣈッࢡと㯤Ⰽ土ࣟࣈッࢡをྵࡴ㯮〓Ⰽ土だった。

出土遺物は、ᡴ〇▼㙨１点のみである。

ࢺࢵࣆ

調査区඲యで検出した。平㠃形は定まらࡎ、ἲ㔞も┤ᚄ 0.14～0.92ｍ、῝さ 0.04～0.26ｍとከ様

である。埋土は、いࡎれも⅊〓Ⰽ土だった。出土遺物は無い。

ฟᅵ㑇≀（第 20図、図∧ 12）

Ｅ区の遺物⥲㔞は１⿄࣮ࣝࢽࣅ⿄分のみである。᪤に㏙࡭た遺物の࡯かに、⪔స土やໟྵᒙから

弥生土器や土師器、㏆世以降のᰁ付、Ᏻ山ᒾ〇の๤∦が出土した。

いࡎれも⣽∦で、図示できたのはＳＤ78 で出土したᡴ〇▼㙨（第

20 図 35、201802㸫000045）のみである。いࡺࢃる๤∦㙨で、ඛ➃

と୧᪉のᇶ部がḞᦆしており、残存長 3.3੉、残存ᖜ 1.7੉、ཌさ

0.4 ੉、㔜さ 1.55㹥を る。▼ᮦは㯮᭙▼である。
第 20図 Ｅ区出土遺物ᐇ 図（1/2）

第 19図 Ｅ区南東㝮ቨ㠃土ᒙ図、ＳＤ78 ᩿㠃図（1/20）
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ϫ㸬⥲ ᣓ

調査㠃✚ 1,160੍にᑐして遺構はᕼⷧで、୺せ遺構は溝㸳᮲と土坑 11ᇶのみである。出土遺物も

比㍑的ᑡなく、⥲㔞は１࣮ࢼࢸࣥࢥࣥࣃ⟽にも‶たない。ᚑって、㝈られた᝟ሗにᇶ࡙いたまとめ

となってしまうが、以下、発掘調査の成果を年代ࡈとに㏙࡭る。

（㸯）⦖ᩥ᫬௦㹼ྂ௦ࡢ㑇ᵓ࡜㑇≀に࡚࠸ࡘ

今回の発掘調査で最古の遺構と遺物の年代は、縄文時代まで㐳る。Ｓ㹉65やピット、ᚋ世の遺構、

遺構㠃、⾲土から、土器∦やᡴ〇▼㙨、▼໯といった▼〇ရ、さらに㯮᭙▼やᏳ山ᒾの๤∦が出土

した。縄文土器は඲て⣽∦で、しかもᦶ⪖が著しい。いࡎれも明確な文様は皆無だが、ཌさや傾き、

Ἴ≧ཱྀ⦕を᭷するとみられるཱྀ⦕部∦や࣑࢟࢞を᭷するὸ㖊∦から、これらの年代はᚋᮇᚋⴥから

ᬌᮇに཰まると考えられる。周辺では、鑓水古墳群でᡴ〇▼㙨が出土した࡯か、西᪉の大ᮌ下遺跡

（注１）と⟃ᚋᅜ分ᑎ跡（注２）、白川遺跡（注㸱）、ṇ⚟ᑎ遺跡（注４）、日渡遺跡（注㸳）と、東᪉のᣢ田

遺跡（注㸴）や୸῝田遺跡（注㸵）、南᪉の⏥ሯ遺跡（注㸶）で縄文時代ᚋᮇからᬌᮇの遺構や遺物が見ࡘ

かっている。今回、これらの中㛫に఩⨨する鑓水遺跡で新たに遺構や遺物が見ࡘかったことは、丘

陵上のᗈ⠊ᅖにࢃたってᚋᮇᚋ半からᬌᮇの遺跡が分ᕸすることを示唆する。

弥生時代の遺構は無かったが、ఫᏯᘓ築時の┒土から⏎᳌のཱྀ⦕部が出土した。形≧から㹉Ⅱ㹡

～㹉Ϫ㹠ᘧ（注㸷）に比定できる。弥生時代の቎ᇦで最も㏆い発見౛は、鑓水遺跡から北に約 1.1 ੊

の大㖠ሙ遺跡で、⏎᳌቎４ᇶと⟽ᘧ▼᳌቎㸶ᇶの発見が伝ࢃる（注 10）。年代にࡘいては、ᚋᮇᚋ半の

成ே᳌から㕲器が出土したという。集落遺跡に目を向けると、⟃ᚋᅜ分ᑎ跡（注 11）で中ᮇᮎの❿✰

ఫᒃが確認されている。今回出土した⏎᳌の年代は中ᮇに比定でき、中ᮇの቎ᇦや集落の存在が想

定される。

調査地点は鑓水古墳群に㞄᥋するが、古墳時代の遺構や遺物は඲く確認していない。

古代の確ᐇな遺物は、Ｓ㹉60から出土した土師器⏎のみである。ただし、⬗部の◚∦であること

から、ලయ的な年代の≉定はᅔ㞴である。また、Ｓ㹉60からは㏆世陶器の⣽∦も出土しており、Ｓ

㹉60 が古代の遺構かྰかもはっきりしない。

（㸰）୰ୡࡢ㑇ᵓ࡜㑇≀に࡚࠸ࡘ

中世の遺構や遺物は、Ａ区で検出したＳＤ１・２・11が注目できる。ＳＤ２・11は㏵切れている

が、ＳＤ１に୪走しており、同時ᮇにే存した୍㐃の溝と考えられる。また、ＳＤ１・２はࡰ࡯┤ゅ

に屈᭤し、ＳＤ１には掘り㏉しの⑞跡が見られる。このことから、ＳＤ１・２・11 の⏝㏵として、

屋敷の周ᅖを஧㔜にᕠる周溝な࡝が考えられる。なお、ＳＤ１とＳＤ２・11 の㛫には土ሠや築地、

ᰙิな࡝の設ഛの存在が想定されるが、削平が著しく今回の発掘調査では⑞跡を確認できなかった。

出土遺物の年代は、ＳＤ１・11 から出土した土師器小皿がいࡎれも糸切底で器高が低い点（注 12）

や、ＳＤ１から出土した㡲ᜨ器㖊のཱྀ⦕部が屈᭤する点（注 13）、ＳＤ１から貿易陶磁器の㟷磁碗や

㘥を᭷する⁥▼〇▼㘠（注 14）が出土した点から、12 世紀中㡭から 14 世紀前半に཰まる。ᚑって、

口径
（長さ）

底径
（幅）

器高
（厚さ）

外面
（釉薬）

内面
（胎土）

外面 内面 底㒊

䠍
第䠕図

Ｓ䠠䠍 土師器 ᑠ─ 〔㻣.2〕 〔5.0〕 1.2 にぶい褐色 にぶい橙色
回転ナデ
摩耗

回転ナデ
ナデ・摩耗

⣒ษ䜚⑞
摩耗

⢭Ⰻ
（金雲母を含む）

201802
000001

䠎
第䠕図

Ｓ䠠䠍 土師器 ᑠ─ 〔㻣.6〕 〔5.6〕 1.0 にぶい褐色 橙色
回転ナデ
摩耗

回転ナデ
摩耗

⣒ษ䜚⑞
摩耗

⢭Ⰻ
（金雲母を含む）

ᗏ㒊↝䛝ṍむ䚹
201802
000046

䠏
第䠕図

Ｓ䠠䠍 土師器 ና ― 〔㻤.2〕 （㻣.1）
回転ナデ
摩耗

回転ナデ
摩耗 摩耗

䜔䜔⢭Ⰻ
（砂粒を含む）

஧ḟ⿕⇕に䜘䜛摩耗
ⴭ䛧い䚹

201802
000006

䠐
第䠕図

Ｓ䠠䠍 㡲ᜨ器 鉢 ― ― （4.0）
灰黄褐色～
浅黄橙色

橙色～
灰黄色

回転ナデ
摩耗

回転ナデ
摩耗

―
⢭Ⰻ

（微砂粒を含む）
஧ḟ⿕⇕に䜘䜛摩耗
ⴭ䛧い䚹

201802
000009

䠑
第䠕図

Ｓ䠠䠍 㡲ᜨ器 鉢 ― ― （4.0）
黄灰色～
灰ⓑ色

にぶい黄色 回転ナデ 回転ナデ ―
⢭Ⰻ

（微砂粒を含む）
201802
000010

䠒
第䠕図

Ｓ䠠䠍 ㈠᫆㝡☢器 ☇ ― ― （2.9）
䜸リ䞊䝤灰色
（㔙⸆）

灰黄色
（⫾土）

回転ナデ
回転ナデ
ỿ⥺

―
⢭Ⰻ

（㯮色粒Ꮚを含む）
㟷☢か䚹
ẼἻ䛜生䛨䜛䚹

201802
000004

䠓
第䠕図

Ｓ䠠䠍 ▼〇ရ ▼㘠 ― ― （6.㻤） 㯮色 灰褐色 ケズリ⑞ ケズリ⑞ ― （136.2）䡃
㘥を᭷䛩䜛䚹እ㠃୍
㒊に䝇䝇௜╔䚹

201802
000011

䠔
第䠕図

Ｓ䠠䠍 ▼〇ရ ▼㗽 7.2 7.4 1.0
⦕の୍㒊
にᩙᡴ⑞

― ― 95.45䡃 ゅ㛝片ᒾ〇䚹
201802
000007

䠕
第䠕図

Ｓ䠠䠍 ▼〇ရ ▼㙨 1.9 1.6 0.35 ᩙᡴ⑞ ― ― 0.6䡃 Ᏻᒣᒾ〇䚹摩耗
201802
000002

10
第䠕図

Ｓ䠠䠎 土師器 ᆗ ― ― （1.4） にぶい橙色 橙色
回転ナデ
摩耗 摩耗 摩耗

⢭Ⰻ
（金雲母を含む）

摩耗ⴭ䛧い䚹
201802
000012

11
第䠕図

Ｓ䠠11 土師器 ᆗ ― ― （5.2）
回転ナデ
摩耗

回転ナデ
摩耗

⣒ษ䜚⑞
⢭Ⰻ（微砂粒・金雲

母を含む）
摩耗ⴭ䛧い䚹

201802
000018

12
第䠕図

Ｓ䠠11 土師器 ᑠ─ ― 〔㻣.2〕 （1.1） 回転ナデ 回転ナデ ⣒ษ䜚⑞
⢭Ⰻ

（金雲母を含む）
201802
000019

13
第1㻜図

Ｓ䠬19 縄文土器 鉢 ― ― （4.6） 灰黄色 灰褐色
斜め方向
の調整

横方向
の調整

― 砂粒をከ䛟含む ⢒〇土器䚹14䛸㢮ఝ䚹
201802
000023

14
第1㻜図

Ｓ䠬26 縄文土器 鉢 ― ― （4.0） 灰黄褐色
浅黄橙色
～灰色

斜め方向
の調整

⦪方向
の調整

― 砂粒をከ䛟含む ⢒〇土器䚹13䛸㢮ఝ䚹
201802
000029

15
第1㻜図

Ｓ䠬30 縄文土器 鉢 ― ― （2.3） 浅黄橙色
にぶい
黄橙色

―
⢭Ⰻ（細砂粒・金雲

母を含む）
⢭〇土器

201802
000030

16
第1㻜図

Ｓ䠬15 縄文土器 浅鉢 ― ― （2.4）
にぶい
黄橙色

にぶい橙色 摩耗
横ナデか
摩耗 摩耗

砂粒・金雲母を
ከ䛟含む

201802
000021

17
第1㻜図

Ｓ䠬16 土師器 ᑠ─ 〔㻤.㻤〕 〔6.㻤〕 1.3
にぶい
黄橙色

にぶい橙色 回転ナデ 回転ナデ ⣒ษ䜚⑞
⢭Ⰻ

（金雲母を含む）
ᗏ㒊↝䛝ṍむ䚹

201802
000022

18
第1㻜図

Ｓ䠬30 ▼〇ရ ☻〇▼᩼ （6.3） （6.2） （0.9） ๤㞳 ๤㞳 ล㒊䛒䜚 （51.65）䡃 片ᒾ〇䚹๤㞳ⴭ䛧い䚹
201802
000031

19
第1㻜図

᧠஘ 縄文土器 鉢 ― ― （5.4） ᫂黄褐色
にぶい
黄橙色

䝭䜺䜻か
摩耗ⴭ䛧い

横方向
の調整

―
⢭Ⰻ（細砂粒・金雲

母を含む）
⢭〇土器䚹Ἴ≧ཱྀ⦕䚹

201802
000015

20
第1㻜図

᧠஘ 縄文土器 細片 ― ― （5.2）
ナデ
摩耗

ナデ ― 砂粒をከ䛟含む ⢒〇土器
201802
000016

21
第1㻜図

᧠஘ 縄文土器 鉢 ― ― （3.2） ῐ黄橙色 ᬯ灰黄色 摩耗
横ナデか
摩耗

―
⢭Ⰻ（細砂粒・金雲

母を含む）
⢒〇土器

201802
000028

22
第1㻜図

᧠஘ ㈠᫆㝡☢器 ☇ ― ― （2.1）
灰色
（㔙⸆）

灰黄色
（⫾土）

回転ケズリ
回転ナデ

回転ナデ
ỿ⥺

―
⢭Ⰻ

（㯮色粒Ꮚを含む）
እ㠃୍㒊㟢⫾

201802
000036

23
第1㻜図

㑇ᵓ㠃 縄文土器 鉢 ― ― （2.3） 浅黄色 灰黄色 摩耗 摩耗 ― 微砂粒をከ䛟含む ⢒〇土器
201802
000033

24
第1㻜図

㑇ᵓ㠃 縄文土器 鉢 ― ― （5.㻤）
にぶい褐色～
灰䜸リ䞊䝤色

灰黄褐色～
にぶい黄橙色

横方向
の調整

摩耗 ―
⢭Ⰻ（微砂粒・金雲

母を含む）
⢭〇土器か

201802
000034

25
第1㻜図

㑇ᵓ㠃 ▼〇ရ ୙᫂〇ရ （14.1） （㻣.3） 1.1
୍㒊に
ᩙᡴ⑞

୍㒊に
ᩙᡴ⑞

― （15㻣.9）䡃 ⤖ᬗ片ᒾ〇䚹ᢡᦆ
201802
000035

26
第1㻜図

ヨ᥀
䝖䝺䞁䝏 ▼〇ရ ▼໯ 3.3 （9.5） 0.9

ᩙᡴ⑞
ᢡᦆ

― ― （12.㻤）䡃 Ᏻᒣᒾ〇䚹摩耗
201802
000032

27
第1㻜図

⾲᥇ ᰁ௜ ☇ ― ― （4.1）
↓色㏱᫂
ᰁ௜

灰ⓑ色
（⫾土） ⲡⰼ文 ↓文 ― ⢭Ⰻ

⫧๓⣔䚹1㻣ୡ⣖ᮎ～
1㻤ୡ⣖

201802
000037

28
第1㻜図

⾲᥇ ▼〇ရ
▼໯

（ᮍᡂရ）
4.7 （㻤.㻤） 1.1

ᩙᡴ⑞
ᢡᦆ

― ― （35.㻤）䡃 Ᏻᒣᒾ〇䚹摩耗
201802
000038

にぶい橙色～橙色

にぶい橙色

横方向の䝭䜺䜻

備　　　考
色　調

胎　　土
重　　量

灰色

灰黄色

灰色

ῐ黄橙色

登録番号

ῐ黄色

灰黄褐色

ῐ黄色～⥳灰色

黄灰色

遺物
№

出土
遺構 材 質 器　種

法　量（㎝） 調　整　(文様)



ＳＤ１・２・11の最終的な埋没は 14

世紀に比定でき、これらの溝は中世

前半の屋敷の周溝と考えられる。Ｓ

Ｄ１・２・11 周辺のピットや撹乱か

らは、糸切り底の土師器小皿や貿易

陶磁器の白磁碗が出土したことから

も、溝に付属する施設の存在が示唆

される。ただし調査区の削平が著し

く、溝以外の遺構は確認していない。

なお、Ｂ～Ｅ区では中世の以降や異

物は確認していないが、平成 11年の

試掘調査時には天目碗が出土した土

坑が検出されており、調査地点北西

側にも遺構が存在する可能性がある。

今回検出したのは周溝の北東部分のみで、その内部は調査地点の西側に及ぶ。その規模の手がか

りとして、調査区周辺の水路と字界が挙げられる。第 21図のとおり、水路はＳＤ１・11の延長上を

走っており、字界は調査地点の西側で複雑に屈折している。これらが屋敷の周溝を反映していると

すれば、周溝は南北約 70ｍ、東西約 60ｍの規模が想定される。

周辺では、白川遺跡の 12～13世紀の溝（注 15）や、日渡遺跡（注 16）と池田遺跡（注 17）の 14～15世

紀の大溝が屋敷の存在を示している。これまで中世の遺跡が皆無だった鑓水遺跡だが、これらの遺

跡と同様の屋敷が存在した可能性が高い。

（３）おわりに

これらの遺構に加えて、Ａ～Ｃ区で土坑、Ｅ区で溝を検出したが、出土遺物が皆無もしくは僅か

であることから、年代を明らかにすることはできない。

鑓水集落における発掘調査は、村下遺跡第１次調査（注 18）と鑓水古墳群第１・２次調査（注 19）以

来、今回が４回目である。第Ⅱ章でも触れたが、鑓水古墳群が築かれた古墳時代と伝承が残る江戸

時代以降を除く時代における鑓水集落の様相は不明だった。また、高良内町における発掘調査も高

良山南麓や低丘陵上の古墳と、高良山南麓の中世集落が中心だった傾向がある。今回、縄文時代と

弥生時代、古代、そして中世の遺構や遺物を発見したことで、鑓水集落と高良内町の歴史的様相を

復元するための、新たな資料を得ることが出来た。このことが今回の発掘調査の成果と言えるだろ

う。

【注】

（１）久留米市史編さん委員会・編『目で見る久留米の歴史』 久留米市 昭和54年

第 21図 中世の溝と周辺地形、字界の関係（1/1,000）
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（２）久留米市ᩍ⫱委員会『⟃ᚋᅜᗓ跡・ᅜ分ᑎ跡 昭和58年ᗘ発掘調査ᴫせሗ࿌』久留米市文໬㈈調査ሗ࿌᭩第41集 昭和59年

久留米市ᩍ⫱委員会『⟃ᚋᅜᗓ跡・ᅜ分ᑎ跡 平成㸷年ᗘ発掘調査ᴫせሗ࿌』久留米市文໬㈈調査ሗ࿌᭩第139集 平成10年

久留米市ᩍ⫱委員会『久留米市埋ⶶ文໬㈈調査集ሗϭ』久留米市文໬㈈調査ሗ࿌᭩第198集 平成16年

（㸱）久留米市ᩍ⫱委員会『日渡遺跡群ϫ ̿白川遺跡第㸱・４次調査̿』久留米市文໬㈈調査ሗ࿌᭩第224集 平成18年

（４）久留米市ᩍ⫱委員会『平成㸷年ᗘ久留米市内遺跡群』久留米市文໬㈈調査ሗ࿌᭩第140集 平成10年

久留米市ᩍ⫱委員会『日渡遺跡群 ṇ⚟ᑎ遺跡第４～㸴次調査』久留米市文໬㈈調査ሗ࿌᭩第188集 平成15年

久留米市ᩍ⫱委員会『ṇ⚟ᑎ遺跡 ̿第㸶・10次調査̿』久留米市文໬㈈調査ሗ࿌᭩第229集 平成18年

久留米市ᩍ⫱委員会『日渡遺跡群 ṇ⚟ᑎ遺跡 第㸵次調査ᴫせሗ࿌᭩』久留米市文໬㈈調査ሗ࿌᭩第233集 平成18年

久留米市ᩍ⫱委員会『平成18年ᗘ久留米市内遺跡群』久留米市文໬㈈調査ሗ࿌᭩第248集 平成18年

久留米市ᩍ⫱委員会『日渡遺跡群ϭ ṇ⚟ᑎ遺跡 ̿第㸵次調査̿ 遺構編ࠕ 』ࠖ久留米市文໬㈈調査ሗ࿌᭩第280集 平成

20年

久留米市ᩍ⫱委員会『日渡遺跡群Ϯ ṇ⚟ᑎ遺跡第㸵次調査 編⤌〇ရ遺物編』久留米市文໬㈈調査ሗ࿌᭩第380集 平

成29年

（㸳）久留米市ᩍ⫱委員会『日渡遺跡』久留米市文໬㈈調査ሗ࿌᭩第85集 平成㸳年

久留米市ᩍ⫱委員会『日渡遺跡群Ϫ 日渡遺跡第㸱・４次調査』久留米市文໬㈈調査ሗ࿌᭩第203集 平成16年

久留米市ᩍ⫱委員会『ṇ⚟ᑎ遺跡・日渡遺跡群 ̿ṇ⚟ᑎ遺跡第㸷次調査̿ ̿日渡遺跡第㸳次調査̿』久留米市文໬㈈調

査ሗ࿌᭩第230集 平成18年

（㸴）久留米市ᩍ⫱委員会『平成10年ᗘ久留米市内遺跡群』久留米市文໬㈈調査ሗ࿌᭩第150集 平成11年

久留米市ᩍ⫱委員会『久留米市埋ⶶ文໬㈈調査集ሗϪ』久留米市文໬㈈調査ሗ࿌᭩第167集 平成12年

（㸵）平成㸳年（1993）に第１次調査（MFD㸫001/199329）をᐇ施。ᮍሗ࿌。

（㸶）⚟ᒸ┴ᩍ⫱委員会『஑ᕞ⦪㈏⮬ື㌴㐨関係埋ⶶ文໬㈈調査ሗ࿌ ̿Ϩ̿』 昭和45年

（㸷）ᶫཱྀ㐩ஓࠕ⏎᳌の編年的◊✲ࠖ ⚟ᒸ┴ᩍ⫱委員会『஑ᕞ⦪㈏⮬ື㌴㐨関係埋ⶶ文໬㈈調査ሗ࿌㹖㹖㹖Ϩ 中ᕳ』昭和54年

（10）久留米市ᩍ⫱委員会『東部土地区⏬ᩚ⌮஦ᴗ関係埋ⶶ文໬㈈調査ሗ࿌᭩第２集』久留米市文໬㈈調査ሗ࿌᭩第36集 昭和58年

なお、平成元年にᐇ施した大㖠ሙ古墳第１次調査（OTV㸫001/198935、ᮍሗ࿌）のグ㘓にࡼると、これらの墳቎が発見された

のは昭和40年代ึ㢌とのことである。

（11）久留米市ᩍ⫱委員会『⟃ᚋᅜᗓ跡・ᅜ分ᑎ跡 平成㸱年ᗘ発掘調査ᴫせሗ࿌』久留米市文໬㈈調査ሗ࿌᭩第70集 平成４年

（12）ᴋ℩៞ኴࠕ土師器㣗⮃ලから見た中世༤ከの土器様相 ̿༤ከ遺跡群の土師器編年̿ࠖ ஑ᕞ考古Ꮫ会『஑ᕞ考古Ꮫ』第82

集 平成19年

（13）᳃田ຮࠕ中世㡲ᜨ器ࠖ 中世土器◊✲会・編『ᴫㄝ 中世の土器・陶磁器』 ┿㝧♫ 平成㸵年

（14）ᮌ戸ṇᑑࠕ⁥▼〇▼㘠ࠖ 中世土器◊✲会・編『ᴫㄝ 中世の土器・陶磁器』 ┿㝧♫ 平成㸵年

（15）久留米市ᩍ⫱委員会『平成29年ᗘ久留米市内遺跡群』久留米市文໬㈈調査ሗ࿌᭩第400集 平成30年

久留米市ᩍ⫱委員会『白川遺跡（久留米ಒ⹭཰ᐜᡤ跡） ̿第11～17次発掘調査ሗ࿌̿』久留米市文໬㈈調査ሗ࿌᭩第403集

平成30年

久留米市ᩍ⫱委員会『白川遺跡（久留米ಒ⹭཰ᐜᡤ跡） ̿第18次発掘調査ሗ࿌̿』久留米市文໬㈈調査ሗ࿌᭩第411集 平

成31年

（16）久留米市ᩍ⫱委員会『日渡遺跡群Ϫ 日渡遺跡第㸱・４次調査』久留米市文໬㈈調査ሗ࿌᭩第203集 平成16年

（17）久留米市ᩍ⫱委員会『第12回くるめの考古資料ᒎ ̿昭和61年ᗘの発掘調査の⤂௓をවࡡて̿』 昭和62年

（18）平成２年（1992）にᐇ施（MRS㸫001/199223）。ᮍሗ࿌。

（19）久留米市ᩍ⫱委員会『平成㸶年ᗘ久留米市内遺跡群』久留米市文໬㈈調査ሗ࿌᭩第127集 平成㸷年

久留米市ᩍ⫱委員会『鑓水古墳群 ̿第２次調査̿』久留米市文໬㈈調査ሗ࿌᭩第138集 平成10年
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（１）Ａ区調査前全景（南から）

（３）Ｄ区調査前全景（南西から）

（５）Ａ１区全景（南上空から）

（２）Ｂ・Ｃ区調査前全景（北東から）

（４）Ｅ区調査前全景（北西から）

図版１



Ａ１・Ａ２区全景（南西上空から）

図版２



（２）Ａ４区全景（南東上空から）

（１）Ａ３区全景（南西上空から）

図版３



（２）Ｂ２区全景（北東上空から）

（１）Ｂ１区全景（北東上空から）

図版４



（２）Ｄ区全景（南上空から）

（１）Ｃ区全景（北上空から）

図版５



（２）ＳＤ１・５・11全景（北東から）

（４）ＳＤ１東辺土層１（北東から）

（３）ＳＤ１北西隅土層（南東から）

（５）ＳＤ１東辺土層２（北東から）

（１）Ｅ区全景（西上空から）

図版６



（１）ＳＤ２全景（南西上空から）

（３）ＳＫ８完掘状況（北東から）

（５）ＳＫ60完掘状況（北上空から）

（７）ＳＫ65完掘状況（北東から）

（２）ＳＫ５完掘状況（北東から）

（４）ＳＫ17完掘状況（南東から）

（６）ＳＫ65土層（南西から）

（８）ＳＫ66土層（南から）

図版７



（１）ＳＫ66完掘状況（北から）

（３）ＳＫ70完掘状況（西から）

（５）ＳＫ73土層（南から）

（７）ＳＤ75完掘状況（北東から）

（２）ＳＫ67完掘状況（北西から）

（４）ＳＫ72完掘状況（北上空から）

（６）ＳＫ73完掘状況（北東上空から）

（８）ＳＤ78完掘状況（北西から）

図版８



10

17

12

７

９

８

５ ６

４

３

２１

出土遺物１
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出土遺物２
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出土遺物３
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鑓水遺跡

第１次調査
集落

縄文

古代

中世

溝 ５条

土坑 11 基

縄文土器、弥生土器、

土師器、須恵器、陶磁

器、石製品、金属製品

中世の屋敷の周

溝を発見した。

要 約

調査地点は、耳納山地から派生する丘陵上に位置する。調査区は削平されているが、縄文時代

の土坑やピットを検出し、後期後半から晩期にかけての土器や石製品が出土した。中世の溝は３

条を検出した。いずれも並走する上にほぼ直角に屈曲しており、屋敷の周囲を二重に巡る周溝と

考えられ、出土遺物から、14 世紀前半の埋没が想定できる。これらの縄文時代や中世の遺構・遺

物は、周辺の遺跡でも見つかっており、鑓水集落と高良内町の歴史的様相を復元するための、新

たな資料を得ることができた。

土木工事の届出日 平成 29年 10 月16日 遺物の発見通知日
平成 30年 11 月７日
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